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のを禁止できないのか？ いまや「言語法」から何を得るのか？ 平和を得るのか？ 否，依然とし














































































































































































































































































































































































































































































































































は機関（能動的国家成員 active Zivität），国家公民（積極的国家成員 positive Zivität），服属者（受動的国家成員 passive
Zivität）の状態に分かれる。もちろんこの場合，用語は検討の余地がある。
［１７］同業団体の場合についてと同様である。
［１８］Madeyski, Nationalitätenfrage, Wien 1899. −Politische Betrachtungen. Wien 1900.
［１９］Rud. v. Scala, Ein österreichischer Generallandtag, Berliner Zukunft. Bericht der, “Neuen Freien Presse” vom 6. Märy 1900.
［２０］S. Springer, Staat und Parlament. Wien 1901. Brand.
［２１］ここでは問題の原理的側面だけに関心を向けている。ここで略述された論点はすべて第二部で詳論される。
９７『国家をめぐるオーストリア諸民族の闘争』第一部：憲法・行政問題としての民族的問題（３）
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